
雄 飛 
向陽高校進路便り 第 29号 

平成 28 年 7 月 11 日 (月) 

～臥龍鳳雛～ 

２１期生センター試験まで

187！ 

 ①独立行政法人 日本学生支援機構 (海外予約） ３年生のみ 

  １．推薦対象： 平成２９年度（平成２９年４月～平成３０年３月）に学位(学士号）取得を 

          目的として海外の大学に進学を希望する者。 

  ２．奨学金の種類：第２種奨学金(有利子） 

                    ３万円、５万円、８万円、１０万円、１２万円から選択 

 

②H28 年度 お茶の水女子大学“みがかずば”奨学金 

(予約型奨学金）３年生のみ 

  経済的困窮度が相対的に高い者を優先的に採用します。 

  毎年 25 人(全国）  1 年次 30万円、2年次 30万円を支給します。 

  入試出願前に奨学金を申請していただき、内定した方は入試合格・入学後に所定の手続きを取ること

で、奨学生として採用されます。 

 

 

③交通遺児奨学金(在学・・全学年対象） 

   保護者が交通事故で死亡、あるいは障害が残って働けない家庭の子ども。 

  月額 2、３，４万円を選択する。卒業まで。 

 

 

④交通遺児奨学金(大学または専門学校 予約・・３年生のみ） 

   保護者が交通事故で死亡、または障害が残って働けない家庭の子ども。 

  月額４，５，６万円を選択し卒業まで貸与。無利子。 

 

 

①～④のいずれかの奨学金を希望する生徒は、 

７月１５日(金）までに書類を受け取りに進路室に来て下さい。 

 

 



  私は模試後に模試復習ノートを単元ごとに作成
していました。できなかった問題をコピーしてノー
トに貼り付け、反対側のページに解法を書いていま
した。 
模試ごとにニガテな問題を模試ノートに蓄積して
いくので、受験前には１冊の自分専用の「オリジナ
ル参考書」になっていました。受験は、いかに自分の
ニガテな分野を見つけて克服できるかがカギにな
ると思うので、参考にしてみてください。 

 

  私は模試のテスト中に、問題用紙に解答と「自己理
解度の印」をつけていました。 

 「○」：できた 
 「△」：悩んだが解けた 
 「×」：勘で答えた・解けなかった 

３段階に仕分けることで、模試後の復習の際に、何がで
きていなかったのかが明確になり、的確に自分のニガ
テ分野を抽出することができました。 
 

 

 

 

 向陽生の皆さん、先週は定期テストに始まり、週末の漢字検定・記述模試・英検と、怒濤の一週間でし

たね。お疲れ様です。夏の暑さも一層増していますが、体調管理にも気をつけつつ、このまま夏を乗り切

っていきましょう！ 

 さて、話は戻りますが。終わったばかりの記述模試、解答解説を受け取った時に流し読みして、そのま

まにしている人はいませんか？「そんなもったいないこと、してません。」という人、正解です。模試の

目的は「何ができていて、何ができていないのか」という自分の実力を測定すること。受験

後のまだ記憶の新しいうちに、どの分野のニガテを克服すべきかをチェック。このときに大切なのは、

「できた問題・悩んだ問題・全くできなかった問題」に仕分けすること。仕分けるこ

とによって、ニガテな分野が見えてきて、効率的な復習ができるようになるのです。模試は終わった後も

２度、いや３度おいしい！! 

…ということで、全国の難関大合格者が実践してきた模試活用法を紹介します。もちろん、難関大志望者

以外の皆さんもぜひ、参考にしてくださいね！ 

 

 難関大に合格した先輩は、模試当

日に、採点・復習をしている人が多

いようだ。当日ならば、「この問題は

ここでつまずいたな…」と、問題の内容や解き方の記憶がまだ残っているので、日を改めて問題に取

り組むときよりも、短時間で復習できるというのが理由のようだ。 

 

 模試で間違えた問題や分野は、早

めに解消しておくようにしているの

も、難関大合格者に共通するルールの

ようだ。解答・解説を読んで理解を深め、克服してしまおう。類似の問題が出題されたときに、「見た

ことがある問題なのに解けなかった…」と失点することなく、確実に点数を積み上げる人こそが、難関大

合格の近道だ。 

 難関大合格者に共通する３つ目は、模試

の復習を２回行っている先輩が多いとい

うこと。模試当日に 1 回、結果が返却さ

れた時に１回、計２回解き直していたよ

うだ。同じ問題を２回解くよりも、新しい問題を解くほうが、勉強になると思う人はいないだろうか。模

試で出題される問題は、入試頻出の分野、問題形式であることが多い。一度解いた問題は確実に得点する

ためにも、同じ問題を繰り返し解くことは、効果的かつ、効率の良い受験対策なのだ。 

 

 

 

 

 

 

  

 

より抜粋                           ～ 

全学年必修☆７月記述模試を終えて・・・ 

＜合格者の模試活用ルール１ ＞ 

模試は受験当日に、採点・復習すべし！  

＜合格者の模試活用ルール２ ＞ 

模試の間違いは、早期に解消すべし！  

＜合格者の模試活用ルール３ ＞ 

模試は２ 回復習するものと心得よ！  

～難関大に合格した先輩が実践していた模試活用法とは？～ 

～   効果テキメン！受験で差がつく模試復習術 

 

全国の先輩の体験記 


